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～本格的な冬がやってきます～ 
 

ついこの間まで暑い暑いと言っていたのが嘘のように、寒い日

が続いています。皆さん、お体には十分気をつけてくださいね。 

中間テストが終わったと思えば模試に期末テストと、忙しい毎

日を過ごされていると思います。そんな時だからこそ、少し一息

ついてゆったり読書を楽しむ、というのはいかがでしょう。 

 

～読書は“おいしいこと”だらけ～ 
 

「読書にはいいことがいっぱいある」ということは知っている

けれど、勉強でそれどころじゃないよ。という人はたくさんいる

のではないでしょうか。しかし、それで読書をしないのはとても

勿体ないことだと思います。机に向かってシャーペンを握るより、

もっと気軽にテストの点数が上がれば素敵だと思いませんか？

読書にはそんな“おいしいこと”がたくさんあるのです。 

 

読書の“おいしいこと”って？ 

・集中力が上がる！！ 
読書は集中力トレーニングとしてとても有効です。読書で鍛え

た集中力は勉強や部活だけでなく、様々な面で発揮されるでしょ

う。 

 

・語彙力が上がる！！ 
国語のテストのとき、「言いたいことはこんな感じなのに上手

く文章にできない・・・」という経験がありませんか。言葉に触

れる量を増やすことで、このような悩みは自然と解消されていく

ことでしょう。 

 

・記憶力が良くなる！！ 
これは学生には特に嬉しい効果ではないでしょうか。読書をし

て得た知識に新しい情報を関連付けて考えることができるので、

結果として記憶力が良くなるそうです。 

 

いかがでしたか？読書の“おいしいこと”はもちろんこれだけ

ではありませんが、個人的に「これはおいしい！」と思うものを

ピックアップしてみました。これを読んだ皆さんが、少しでも読

書に興味を持ってくだされば嬉しいです。 

 

参考 URL： http://mrgishi.com/book-merits 

 

 

 

 

 

 

館内の展示コーナーです。 

今回のテーマは 「同一タイトル本」。  

著者のプロフィールも紹介しています。題名から浮かぶイメージ

と、それぞれの作品の対比を楽しんでみてはどうでしょうか。 

http://mrgishi.com/book-merits

